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～みんなちがってみんないい～　一学期まとめ号 

 　梅雨が明け本格的な夏がやってきました。１８人でスタートし

たきりん組の生活。４月は新しい環境に少し緊張していた表情が、

今では毎日「おはよう！！」と元気な笑顔で登園し、虫捕りや水遊

び、プール遊び、制作、ごっこ遊びなどそれぞれの好きな遊びを友

達と一緒に夢中になっています。 

今回のクラスだよりは一学期に印象に残った３つのエピソードを

お伝えします。 

♡心の育ち ～誕生会の司会に挑戦！～ 

(自主性・言葉による伝え合い・規範意識の芽生え) 

年長組になり、子ども達がはりきっている大仕事があります。そ

れは、誕生日会の司会です。誕生会の前に保育者が「誰か司会してく

れるかな？」と聞くと、毎回「やりたい！！」と子ども達が率先して

手をあげてくれています。去年の年長児の姿に憧れをもち、【次は自

分達の番だ！】と期待が高まっていたようです。当日は「緊張する

～」「○○くんは○○ちゃんインタビューしてな」「最初は電車(で入

場)やな」と子ども達同士で打ち合わせし、マイクを持つと堂々と

(時々照れながら)司会をしています。自分の役割をやり遂げた後の

子ども達の表情は自信に満ち溢れ、どこか誇らしげです。この経験

は子ども達にとって「司会をした」ということだけでなく【友達と一

緒に挑戦する気持ち】や【みんなの為に頑張る責任感】が感じられて

いるのではないでしょうか。



　種ダンゴ作り「ミッション！！～８つに分けるには？～」 

(思考力、数量・図形、標識や文字などへの関心、感覚・協同性) 

種だんご作りをした時のことです。一つの大きなダンゴを同じ大きさで８つ

に分けるというミッションに挑戦しました。今回は３～４人組のチームに分か

れ、保育者は「半分にすると２つになるね・・」と一つだけヒントを出し、あ

とはみんなで答えを導き出すことにしました。子ども達は早速作戦会議が始ま

ります。すぐに行動に移すグループは「やってみよう！」(４人それぞれがダ

ンゴを掴み・・)「あれ？１１個になった。」「多くない？」「大きさが違う。」

またあるチームは、まずはみんなで頭を突き合わせて「う～ん・・」と考えて

いる様子があり、それぞれのチームがダンゴを前に頭を悩ませていました。し

かし、ここであきらめない子ども達。あるチームが、「半分にしたのを半分に

したら４個になる！」「じゃあそれを半分にしたら・・１．２．３．４．５．

６．７．８」「８個になった！！！！！」と正解を導き出し、チームのみんな

で大喜びしていました。答えが分かると、数が好きな子が出来たダンゴを数え

たり、丸めるのが好きな子は次々に丸めたりと自然と役割分担もしていまし

た。 

それぞれのチームが一つのミッションに向かって友達と対話し、試行錯誤しな

がら正解を導き出す姿に、知的探求心と頼もしさを感じたエピソードでした。

　「みんなで遊ぶっておもしろい！」～椅子取りゲームの素敵な解決法～(道徳性、協同性) 

　先日クラスみんなで椅子取りゲームをしました。子どもが 2 人同じタイミングで椅子に座り、どっちが座るかと相談が

始まりました。一人の子は「じゃんけんでは決めたくない」と気持ちを伝えます。すると周りで応援していた子が「グッパ

ーで決める？」「そんなん二人ともパー出すんじゃない？」「やってみよ」「グーとパーで分かれましょ！」(二人ともパーを

出す)「やっぱこうなるな～」(保育者は傍で笑いをこらえるのに必死です。)すると、他の子が「にらめっこは？」「いいや

ん！！」「○○くん、にらめっこでいい？」「いいよ！」「にらめっこしましょ、あっぷっぷ～～」(二人とも本気の変顔)周り

の方が笑ってしまいそうになりながら・・・保育者が「今の勝負は？！」と聞くとみんなが「引き分けや！！」と。なんと、

この本気のにらめっこは三回戦まで続きましたが、全て引き分けで勝負はつかず、本人達も周りの子ども達も保育者もみん

な笑顔。最後は「もう一回二人とも椅子取りゲーム(復活)しよ！！」とのアイデアが生まれ、みんなで椅子取りゲームの続

きを楽しみました。 
勝ち負けのある遊びの中での困りごとでしたが、子ども達は【どうしたらお互いが納得して楽しく遊べるか】を自分達で

考え、話し合う姿がありました。また、困りごとを【にらめっこ】で解決するという子ども達の心の柔軟性や、集団の中で

生きる力が豊かに育ち友達との絆の深まりを感じたとても温かいひと時でした。

このように子ども達は日々の遊びや生活の中で楽し

みながらたくさんのことを学び合っています。遊びなが

ら友達の好きなことや友達の気持ちを知り関係が深ま

ってきています。友達と共に紡いでいる日々がこれから

ますます楽しい遊び、生活へとつながるだろうと思いワ

クワクしています。　　　　　　　　　　　　一学期、

この毎日が過ごせたのは保護者の方の協力・サポートが

あってこそだと感謝しております。ありがとうございま

した。二学期も子ども達の「やってみたい！」「おもしろ

そう！」「どうしてだろう？」という様々な気持ちを大切

に一歩ずつの成長に寄り添い、一日一日を丁寧に紡いで

いきたいと思っています。暑い夏が続きますが、元気に

楽しい夏を過ごしてくださいね！ 

※２１、２８日は亀岡運動公園プールに行きます。準

備をお願いいたします。


